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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ラウス肉腫ウイルスのv-src遺伝子と非常に類似しています。このプロトオンコゲンは、胚発生および細胞増殖の調節に関与している可能性があります。この遺伝子によってコードされるタンパク質はチロシンタンパク質キナーゼであり、その活性はc-SRCキナーゼによるリン酸化によって阻害されます。この遺伝子の変異は、大腸癌の悪性化に関与している可能性があります。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,PTM：c-Srcキナーゼ（CSK）によってTyr-530がリン酸化されます。リン酸化型はpp60c-srcと呼ばれます。リン酸化末端はSH2ドメインと相互作用し、キナーゼ活性を抑制します。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。チロシンキナーゼファミリー。SRCサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含みます。,類似性：1つのSH2ドメインを含みます。,類似性：1つのSH3ドメインを含みます。,サブユニット：SH3ドメインを介してDDEF1/ASAP1と相互作用します。CCPG1と相互作用します（類似性による）。CDCP1、PELP1、TGFB1I1、およびTOM1L2と相互作用します。MUC1の細胞質ドメインと相互作用し、それをリン酸化してMUC1とβ-カテニンの結合を増加させます。SH3ドメインを介してRALGPS1と相互作用します。SH3ドメインを介してHEV ORF3タンパク質と相互作用します。,
	研究分野
	ErbB_HER;エンドサイトーシス;VEGF;接着斑;Adherens_Junction;Adherens_Junction;ギャップ結合;GnRH;ヘリコバクター ピロリ感染における上皮細胞シグナル伝達;
	画像データ
	

	Src（リン酸化Tyr216）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	EGF 200 ng/ml 5‘で処理したJurkat細胞のライセートをSrc（リン酸化Tyr216）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

